
平成２０年度 鈴鹿市立清和小学校 「学校プロフィール」

記 述 項 目 記 述 内 容

『 生き生きと活動し，心がひびき合う 私したちの学校 』
・一人ひとりが生き生きと活動する児童を育てる。

１ 目指す学校像 ・温かく豊かな心で，ともに学び合う仲間を育てる。
・信頼に応え，開かれた学校を創る。

６ 学校経営の基本 ・一人ひとりの児童に確かな学力をつけるため，指導の充実改善に全員が積極的に取り
方針について 組む教職員体制づくりを図る。

・確かな学力の定着やきめ細かな指導を図る。
命と人権を大切にする心の教育を図る。

・自分の命は自分で守る能力を付けるなど，安全教育をより一層推進する。
・基本的な生活習慣の確立を図る。
・保護者や地域の人の教育力を活用し，みんなで育てる学校を推進する。
・公民館との連携など地域のよさを生かした教育の充実を図る。
・創徳中学校区の小中学校との連携を図る。

２ 「価値」を提供する
相手方について 児童 保護者 地域社会 中学校（創徳中）

①相手方の区分
②現在の要求・期待 ・わかる授業に喜 ・個に応じた教育。 ・挨拶などができ， ・基礎学力を身につけ

びが実感でき， ・豊かな人間関係を 礼儀正しい子が育 た子が育つ学校。
楽しく学習でき 築き，心身ともに つ学校。 ・基本的な生活習慣が
る。 健やかに成長する ・心身ともに健全な 身についた子が育つ

・一人ひとりを大 子が育つ学校。 子どもの育成を目 学校。
切にし，友だち ・安心して託すこと 指す学校。 ・健全な人間関係の構
と仲よく楽しく ができる学校。 ・安全安心な学校。 築を目指す学校。
過ごせる学校。 ・情報を共有化でき

る学校。
③ 要求・期待の将 ・個に応じた教育 ・一人ひとりの能力 ・元気で明るい子。 ・基本的な生活習慣が

来変化 ・学ぶことの楽し に応じた教育の一 ・相手を思いやる心 身についている。
さが実感できる 層の推進。 が育っている子。 ・基礎学力が定着して
授業。 ・安全安心な学校。 ・規範意識の一層の いる。

・互いに認め合い ・信頼できる学校。 育成と地域に協力
自分らしさが発 貢献できる子。
揮できる。

３ 学校を取り巻く環 ・「公」の意義の変化による学校の価値観転換，経営品質向上をめざす学校。
境変化について ・社会の激変・生活様式の多様化・保護者の価値観の変化などによる意識のズレ。

・保護者の考えが一層多様になってきた校区。
・大型店や店舗が多い校区。
・外国籍児童や転出入児童が増加。
・公民館をはじめ地域とのつながりが継続されている学校。

４ 教職員の人材育成 ・教職員の指導力を把握し，さらなる研修を積み重ねる集団の育成
について ・キーパーソンの育成と個々の能力発揮を目指す。

・教育に対する社会常識の変化に応じた意識改革を目指す。
・指導力と人間性を高めるための研修環境をつくる。
・各教職員の個性を尊重した学校経営を目指す。
・校内で知の共有化を図り，協働心で学校運営ができるようにする。

５ パートナーについて
保護者(ＰＴＡ) 地域住民 創徳中学校区の 関係機関

①主要なパートナー 幼小中学校
②パートナーとの ・協力，連携，参 ・公民館との連携 ・理解と連携を深め ・協力，連携
関係の将来変化 画の強化 ・環境整備の協力 る

・健全育成の支援 ・基礎学力の向上
７ その他情報
① 児童生徒数 ①全校児童数３４２名（平成２０年４月現在）
② 教職員数 ②教職員数 ２７名
③ 学級数 ③１４学級


